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■■  ははじじめめにに  
多発・激甚化している洪水被害の背景には、地球規模

での気候変動の影響があるとされますが、ここ当分は人間
活動により不可避的に大気中の温室効果ガスの割合が増
大することから、気候変動による災害に適応する備えが大
事となります。国の治水政策も「流域治水」に転換をはから
れる中で、河川施設や下水道施設の整備などの対策に加
えて、浸水リスクの高い地域での住まい方の工夫や建築・
土地利用の対策が重要となります。そこで（国研）建築研
究所では、複数の建物タイプ別に建築物の水害対策につ
いて、モデル的な検討を行い、対策の費用対効果を推計
しその適用性を評価する研究を実施しています。 

 
■■  活活動動内内容容  

１．木造戸建て住宅の浸水対策案の検討 
洪水による被害実績が最も多く、水害に対して脆弱な

木造戸建て住宅を対象に、モデル的に浸水対策案（修復
容易化案、建物防水化案、高床案の３つ）の試設計を行
いました。さらに試設計案の実現上の課題を整理した上
で、普遍的に利用できる技術・手法を用いて建築した場合
に要する追加的な費用を算定し、費用対効果等からみた
対策案の適用性を検証しました。 

２．分譲マンションの浸水対策改修案の検討 
近年、都市部のマンションにおいても、特に地下のライ

フライン系の設備を中心に浸水により機能停止する事例が
注目をあびました。そこで、既存分譲マンション（都心立地
型・郊外立地型の２タイプ）を対象に３レベルの浸水を想定
し、考えられる浸水経路とそれらへの対策内容をモデル的
に検討し、浸水対策工事を実施する場合の対策費用を算
定し、各対策案の費用対効果と適用性等を検証しました。 

３．店舗等の事業所における水害対策の検討 
こちらは今年度に実施中の内容となりますが、一定の浸

水リスクがある市街地に立地する建物の、１階部分を事業
所が占めている場合を想定して、店舗・飲食店・診療所等
を対象に、その内装・設備配置等の浸水対策を検討して
試設計を行い、対策の費用対効果を検証する予定です。 

なお、費用対効果の算定・比較については左図の式に
より、浸水対策費用の期待回収見込み年数を算出して行っ
ています。これらの検討を踏まえつつ、浸水リスクを踏まえ
た建築・土地利用とその誘導のあり方を検討しています。 

 

上上図図  都都心心立立地地型型ママンンシシ
ョョンンににおおけけるる想想定定
浸浸水水経経路路  

  
右右図図  都都心心立立地地型型ママンンシシ  

ョョンンににおおけけるる浸浸水水
対対策策費費用用のの回回収収期期
待待年年数数のの割割合合  
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■■キキーーワワーードド：： （1）建築物の水害対策 
 （2）対策の費用対効果 
 （3）モデルスタディ 
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各扉･開⼝部より以下の浸⽔経路
①エントランス→ 管理室＆ＥＬＶ
②開放廊下 → 階段（地下階へ）
③駐⾞場（ピット）
④店舗

⑤ドライエリア→ 地下換気⼝
⑥公共排⽔ → ⾬⽔貯留槽（満⽔）
→点検⼝･排⽔⼝（逆流浸⽔）
→配管貫通部･連通管

②‘開放廊下に⼿摺壁を越えて浸⽔
④‘店舗ガラス⾯ → 店舗内部
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